
 

 

 
江津市図書館 ホームページはこちらから！ 

「うちとしょ」新規申し込み受付中 
 

「おうちでとしょかん」（うちとしょ）とは、月に一度、図書館員がご

家庭や職場まで数十冊の本を持って行き、その中から読みたいものを

選んで借りていただくことができる移動図書館サービスです。 

「図書館が遠い」「脚が痛くて歩きづらい」「家を空け 

られない」など、図書館の利用が困難な市内在住の人 

が対象です。お試し利用も可能ですので、ご希望の方 

は窓口かお電話にてお気軽にお問い合わせください。 
 

※訪問場所の駐車スペース確保など、申込条件があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  
     

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

雑誌付録 

抽選会のおしらせ 
    

今年度当館で購入した雑誌付録を抽選方式でご提供い

たします。今回は全部で 18種類のセットをご用意しました。

下記の内容をよくご覧になり、どしどしご応募ください。 
 

注意 ご応募いただけるのは、当館利用登録者のみです。 
 

●応募方法● 

①カウンターで抽選券をもらってください。 

②館内掲示のポスターをご覧いただき、ほしい賞品の賞品

番号を抽選券に記入して、応募箱へ入れてください。 

③抽選券の控えを無くさないよう、当選番号発表日まで保

管をお願いいたします。 

④３月６日(水)より、館内掲示・当館ホームページにて当

選番号を発表いたします。当選された方は、抽選券の

控えをカウンターでご提示いただき、賞品をお受け取りく

ださい。 
 

※お一人で３つまで応募することができますが、当選は一

つまでとさせていただきます。 
 

※同じ賞品番号に複数ご応募された場合は、抽選時に 

1枚分の応募券に絞らせていただきます。 
 

応募期間：２月１日(木) ～ 2月 28日(水) 

〇応募期間：10月 9日(日)※特別休館日開け ～ 30

日(日) 

新年度購入雑誌の 
変更について 

    

新年度となる４月購入分の雑誌より、以下

のタイトルを追加・変更いたします。 
  

本館購入分  

新規 『オール読物』（月刊） 

『SCREEN(スクリーン)』（月刊） 

『dancyu(ダンチュウ)』（月刊） 

『田舎暮らしの本』（月刊） 

『ことりっぷマガジン』（季刊） 
 

中止 『ダ・ヴィンチ』（月刊） 

『MONOQLO(モノクロ)』（月刊） 

『一個人』（隔月刊） 

『nicola(ニコラ)』（月刊） 

『kodomoe(コドモエ)』（月刊） 

『この本読んで！』（季刊） 
 

分館購入分  

新規 『毎日が発見』（月刊） 
 

中止 『母の友』（月刊） 
 
 

変更 分館購入分  

『MOE(モエ)』→本館購入へ 

 

 

 

 

〇本館所蔵から分館所蔵へ変更 

『Mart』（季刊） 

〇購入中止 『アニメディア』（月刊）  

『ソトコト』（隔月刊）はお申し出ください。 

 



 

  

 

『新選名著複刻全集』などの復刻版シリーズ 

本館では禁帯出で貸出していないものを分館では

借りる事ができます。出版当時のおしゃれな装丁は

眺めるだけでも価値あり！です。 
 

『怪盗ルパン』シリーズ（K953）ルブラン：著 

 2009年～発刊のポプラ社版ルパンです。懐かし 

い感じの装丁。子どもから大人まで楽しめます。 

                                                    

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C：映像から入ると本が苦手でも読みやすいかもですね 

A：わたしも初めて読破できた小説は『セーラー服と機

関銃※』でした。映画は全然違うんですけど 

B：テッパンで何度も映像化されている金田一シリーズ※

もありますね。全部は読めてないなぁ 

C：読みたくても読み切れないですよ～。こんな小さな

図書館なのに 

B：じゃあ映像化とは関係なくこの小さな図書館から特

におすすめしたいものを選ぶとしたら？ 

一堂：う～ん… 

A：わたしは『14歳からの哲学※』かな。ここで借りて

読んで、自分でも買いました。いい本って「もっと早

く読みたかった！」と思って子どもにすすめるんだけ

ど、なかなか読んでもらえない(涙） 

C：親に言われて読むのはなかなか… 

B：そっと置いておくのがいいんじゃない？ 

A：そうなんですよね。強制はムリ。でもやっぱり小さい

うちに「王道」のおはなしは伝えた方がよくない？ 

C：たとえば？ 

A：日本の昔話とかイソップやグリム童話、できれば神

話なんかも。今どきのゲームや漫画も結構この「王

道」のアレンジってのも多いから、やっぱりそこは押

さえておいた方がより楽しめるし 

B：「知っててあたりまえ」と思っちゃうけど違いますよね 

C：地上波のテレビも観なくなってきてるし。自然と耳に

入る情報は減ってるかも 

A：図書館のよさは古い情報なども求めれば得られると

いうところ。新しいものももちろん必要だけど、「古く

からあるもの」もぜひ活用してもらいたいです。 

 

 
 
※はすべて蔵書です。 

このほかにも映像化作品はたくさんございます。 

 

 

 

 

\ 今月のおすすめ本 / 

※1『どこにもない編み物研究室』(564) 

※2『私のノート、手帳術』(007) 

※3『簡単！便利！いまからスマホ』(694) 

昨
年
10

月
に
桜
江
町
の
Ｉ
地
区
で
、
コ
ロ
ナ
に

よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
た
地
区
民
運
動
会
が
数
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
口
減
少
が
激
し
く
、
開
催

も
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
こ
の
催
し
。
特
に
小
中
学
生
数
は

想
像
以
上
に
減
っ
て
い
て
、
少
子
化
の
進
行
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。 

市
内
で
は
、
少
子
化
の
影
響
を
受
け
、
江
津
高

と
江
津
工
高
の
高
校
統
合
、
川
波
小
と
津
宮
小
の

統
合
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
（
市

内
出
身
の
県
外
進
学
者
も
含
め
て
）
の
多
く
が
市

内
、
近
辺
の
市
町
や
県
内
で
の
就
職
を
し
な
い
で
江

津
市
を
離
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

社
会
学
者
・山
田
昌
弘
氏
は
、「
若
年
男
性
の

収
入
の
不
安
定
化
」
と
「
パ
ラ
サ
イ
ト
・シ
ン
グ
ル
現

象
」
と
い
う
二
つ
の
条
件
が
揃
う
と
少
子
化
が
進
む

と
い
う
説
を
唱
え
て
い
ま
す
。 

「
少
子
化
対
策
に
成
功
し
た
国
」
と
言
わ
れ
て
い

る
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ラ
イ
タ
ー
・髙
崎
順
子
氏
に
よ
る

と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
親
た
ち
が
孤
立
し
て
行
き
詰
っ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
、
行
政
や
民
間
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の

提
案
・活
用
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

少
子
化
は
社
会
全
体
の
問
題
で
す
が
、
私
た
ち
の

地
域
で
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
て
い
き
た
い

で
す
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少
子
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会
日
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田
昌
弘
）
・『
フ

ラ
ン
ス
は
ど
う
少
子
化
を
克
服
し
た
か
』（
髙
崎
順
子
） 

‟

B：『十角館の殺人※』が 3月に映像化されるそうです！ 

C：おお～観たいです。どうやるんだろ… 

A：あの話はほんと衝撃でしたもんね。わたしはこれ読

んでから本格ミステリにはまりました。映像化された

本はここにもたくさんありますよね。良かった・おもし

ろかったっていうの、ありますか？ 

C：『デフ・ヴォイス※』よかったですよ！本もドラマも 

B：『ハヤブサ消防団※』もめちゃおもしろかったです 

C：ちょっと古いけど『レナードの朝※』もおすすめです。 

A：あれ？ホフマンが出てた？？ 

D：それは『レインマン※』ですね。こちらはデ・ニーロ 

B：『地下鉄のザジ※』もかわいいんですよ。『カッコー

の巣の上で』はめちゃめちゃ泣けます 

D：『オペラ座の怪人※』とかもありましたね 

A：『ワンダー※』はどうでした？ 

C：よかったですよ！3 作目の本も入りましたね（『ホワ

イトバード※』）あと『モリー先生との火曜日※』が好

きなんですよ。難病 ALSの人の実話で 

B：病気に関する話は映像化も多い気がしますね。 

日本のだと『聖の青春※』とか『明日の記憶※』とか 

D：聞いていると観たいものがいっぱいになりました 

雑
記
帳 

 
 

 
 

 

少
子
化 

みはしたかこ   
江津市在住イラストレーター、 

はんけし（はんこ消しゴム）作家。 

「息が合う」「気が合わ

ない」などといわれるけ

れど、その「合う」って

一体何？ 

「合う」を科学的に解

明、理解し、厳しい現

代社会をより快適に生

きていく力を、みんなで

付けていこう！ 

『エンジェルフライト』

『紙をつなげ！』『エン

ド・オブ・ライフ』など、

生と死を見つめ続けて

きた作家のエッセイ・ル

ポ集。 

自身も脳腫瘍を患って

おり、生を見つめるその

視線は、誰よりも熱い。 

『夜明けを待つ』  

（集英社インタナショナル） 

本館と分館の蔵書は、複本(同一図書館内で同じ本を複数冊所有すること)を避けるため、

基本的には同じ本を置かないようにしています。（過去に寄贈いただき両館で利用の多いもの

や、企業や出版社からの寄贈資料は除きます）分館にはなかなか行くことができない方でも、

本館で借受・返却することが可能です！(逆ももちろん可) お気軽に職員にお尋ねください。 

 

『「合う」のメカニズム 

を科学する』 

（ミネルヴァ書房） 

『源氏物語 あさきゆめみし完全版』(C726)  

大和和紀：著 

ただいま大河ドラマで話題。 

コミックでおさらいしましょう。 
 

『バベルの図書館』シリーズ全 30巻  

ボルヘス編纂のアンソロジー叢書。 

全 30巻揃っているのは県内では当館のみです。 

図書館をじょうずに 
使い倒さないとな！ 
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■ 江津市図書館 ■  
 
【本  館】〒695-0011 島根県江津市江津町 995 ■ TEL（0855）52-0551 

                       FAX（0855）52-0552 

【桜江分館】〒699-4226 島根県江津市桜江町川戸 11-1 ■ TEL/FAX（0855）92-0300 

開館日：水曜日～月曜日 休館日：火曜日・毎月月末日・特別整理休館日・年末年始    

開館時間：（通常業務）午前 10時～午後 6時      

請求番号 タイトル 著　者

09 親子で学ぶ島根の歴史知る知る事典 宍道正年

09 浜田藩ものがたり 山陰中央新報社

141.72 実践仕掛学　問題解決につながるアイデアのつくり方 松村真宏

169.21 潜入旧統一教会　「解散命令請求」取材ＮＧ最深部の全貌 窪田順生

288.3 自分でできるファミリーヒストリーを調べよう！ 吉田富美子

288.3 田中の田中による田中のための本　1・2
半田隆夫：監修

宇野秀史：著　松本康史:漫画

338.15 ８７歳、現役トレーダーシゲルさんの教え 藤本茂

366.15 働くならこれだけは知っとけ！労働法 星田淳也

367.9 もう一人、誰かを好きになったとき 荻上チキ

468.2 暗闇の効用
ヨハン・エクレフ：著

永盛鷹司：訳

493.46 便秘の8割はおしりで事件が起きている！ 佐々木みのり

547.33 カセットテープ完全アルバム stereo：編集

599.3 子どもも親もラクになる偏食の教科書
山口健太：著

藤井葉子：監修

699.67 発掘テレビ秘話　昭和編 加藤義彦

778.2 １８歳までに子どもにみせたい映画１００ 有坂塁

809.6 そのまま使えるアイスブレイクのアイデア帳 ワークショップ探検部

913.6 スピノザの診察室 夏川草介

913.6 ファラオの密室 白川尚史

913.6 【大活字】もう一枝あれかし あさのあつこ

933.7 噓の木　創元推理文庫
フランシス・ハーディング：著

児玉敦子：訳

E 大ピンチずかん　２ 鈴木のりたけ

E まっくらぼん ながしまひろみ

E そらのほんやさん　そらの絵本 くまくら珠美

E このほん かげやまとおる

K141 脳と目がカギ!色のふしぎ 竹内龍人

K518 進化する！ごみ処理とその使い方 吉川邦夫：監修

K913 キオクがない！
いとうみく：作

平沢下戸：画

K933 ホワイトバード
Ｒ・Ｊ・パラシオ：原作

エリカ・Ｓ・パール:ノベライズ

P 【紙芝居】おりがみおったら…　おひさまこんにちは 江波ノッコ

C 【CD】SEVENTEEN JAPAN BEST ALBUM「ALWAYS YOURS」 SEVENTEEN

江津も
“田中率”が
高い！そのうち
「佐々木の
ための…」が
できるかも！？

この二匹の
佇まいがたまらないっ！

そらにも本屋さんがあって
ちょっとうれしいな。

ミイラだし、

ファラオだし、おまけに

ミステリーだし。

なかなかない設定に、

心が躍ってしまう！

浜田藩開府
400年を記念し、
山陰中央新報
に連載された
ものを書籍化

子どもの頃

に見た映画

ってすごく

印象に

残ってたり

しませんか？
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